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○活動概要
　中国ITS研究会では、ITSを交通に関わる諸問題の解
決のみならず、地域の情報化や街づくりに生かすため、
毎年、政策動向や先進事例に関わる講演会を開催してい
る。また、関係省庁、自治体、企業が意見を交換する場
を提供し、今後の中国地方のITS普及の在り方を探って
いる。

【 第二部：研究会（意見交換会） 】
研究会メンバー（関係省庁、自治体、企業）により情報
提供や意見交換を行った。

（1）ITSに関わる情報提供
・ITSの取り組み（国土交通省　中国地方整備局） 
・ITS による未来創造の提言と地域 ITS の活動（ITS 

Japan）
について説明いただいた。

（2）意見交換の論点
・講演会での講演内容
・安全運転支援、自動走行に向けた取り組み
・交通データの活用と個人情報への配慮
・ITS/ICTを利活用した街づくり、地域活性化策
等について、講師への質問を中心に意見交換した。

○活動実績（平成24年度）
ITSに関わる講演会・第26回中国ITS研究会
日　程：平成26年3月6日（木） 
場　所：メルパルク広島
主　催：中国経済連合会
共　催：総務省中国総合通信局
協　賛：中国情報通信懇談会
参加者：80名（講演会）、27名（研究会）

【 第一部:講演会 】
（講演1）
演　題：『 情報通信が支える次世代ITS 』

・ITSの概要
・ITSに関する政府全体の取組
・ITSに関する総務省の取組
・ITS世界会議東京2013開催結果
等について最近の動きを含めて、わかりやすく説明い
ただいた。

講　師：総務省　総合通信基盤局　電波部移動通信課
　　　　課長補佐　上野 喬大 氏

（講演2）
演　題：『 人とクルマと街を結ぶ 』
　　　　　〜ITSを利活用した交通施策〜　

自社のカーシェアリングシステム、交通ICカードと
連携させる交通ICパーク&ライドサービス、結節点
として重要なインフラである駐車場を起点としたまち
づくり、等について、利用者アンケート結果なども交
えてわかりやすく説明いただいた。

講　師：パーク24株式会社　業務推進本部　
　　　　技術開発部　部長　岩渕 泰治 氏

中国地方

ITSに関わる講演会・研究会の開催
（中国 ITS研究会）

講演会の様子

研究会の様子

○システムを開発した背景／理由
　高知県は尾崎知事自ら“課題先進県”と言っているよ
うに、多くの課題を有している。その多くは人口減少に
起因する。公共交通の疲弊化も人口減少に伴う利用者減
が廃便や減便等のサービス低下をもたらし，結果的に更
なる利用者減を招くという負のスパイラル状態にある。
若い人は自動車に頼ることが可能であるが、学童や高齢
者等の交通弱者は公共交通に頼らざるを得ないが、県内
の交通事業者は何れもが経営難に陥っており、利用者に
取りサービス低下が課題である。特に端末交通，即ち，
駅と目的地間の移動が問題で、費用や時間等に制約を余
儀なくされている。そこで、その利便性を自転車で高め
る事を検討した。地方はその距離が比較的長いため電動
アシスト自転車の利用が最適と考えられ、電動アシスト
自転車によるコミュニテイサイクルシステムを開発し、
実証実験を行った。電動アシスト自転車の問題はバッテ
リーの充電方法にあり、取り外す煩わしさを解消するた
め、新たに非接触充電技術を開発した。
○システムの開発時期／サービスの提供時期

　システム開発は平成22～23年の二年間行い、平成24年
度には実証実験を行った。実証実験の内容は以下である。
①実施主体　	 高知工科大学
②協力者　　	 香美市、JR四国
③実験エリア	 高知工科大学（2）、JR 四国土佐山田駅

（1）及び香美市役所（2）を結ぶエリア
（括弧内の数字はサイクルポート数）

④実験車	 10台の電動アシスト自転車
　又、実験結果を検証し、新たな充電方式を開発し、平
成26年1月から半年の予定で規模を縮小し継続実験中で
ある。
○特長

　本システムの開発に必要な技術は、電子錠付屋外式駐
輪装置、予約システムおよび非接触式充電である。
○非接触充電

　自転車に装着されているバッテリを取り外しする事無
く、駐輪装置に設置すれば自動的に充電を行う技術であ
る。そこでバッテリに非接触により充電が行えること
と、バッテリ電圧をモニターできることが必要で赤外線
通信により、命令・情報を伝送することとした。充電時
間は6時間以内、充電電流1A程度とした。又、充電周
波数は100khz、コイル寸法は15cm程度、コイル間隔は
2～3cm程度である。

高知県

K-Cle，非接触充電採用の電動アシストサイクルシステムの開発
（高知県・高知工科大学）

充電スタンドと電動アシスト自転車
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